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ミニトウガン‘ミニトウガン２号’の適正施肥量を明らかにしました 

［要約］ ミニトウガン‘ミニトウガン２号’（４月定植・６月上旬～10月上旬収穫）で

は、窒素施肥量の増加に伴い、収量は増加し、植物体の窒素吸収量も増加する。一方、窒

素施肥量の多い区で日焼け果は減少傾向になるが、変形果は増加傾向になる。このため、本作

型の‘ミニトウガン２号’の窒素施肥量は、20kg/10a程度が適当である。 
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［背景・ねらい］ 

   三浦半島地域では、夏の重要な品目としてミニトウガンが栽培されている。トウガンの栽培

では、収量確保のほか、日焼け被害を防ぐため、葉を十分に生育させておく必要がある。そこ

で、‘ミニトウガン２号’について、上記事項を考慮した適正施肥量を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］  

１ ‘ミニトウガン２号’の収量は、窒素施肥量の増加に伴い増加し、すべての区で10t/ 

10a以上である（表１）。 

 

２ ‘ミニトウガン２号’の窒素吸収量は、施肥量の増加に伴い増加し、すべての区で約 

20kg/10a以上である（図１）。 

 

３ 標準区に比べて、施肥量の多い２倍量区、３倍量区で日焼け果の発生は減少傾向になるが、

変形果は増加傾向になる（表２）。 

 

４ 以上の結果より、ミニトウガンの窒素適正施肥量は、20kg/10a程度が適当である。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 本試験研究成果は、栽植密度4.6m×1.2ｍ、４本仕立て放任栽培、４月中旬定植・６月

上旬～10月上旬収穫での結果である。 

  



［具体的データ］ 

表１  トウガンの時期別収量（t/10a） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ トウガンの時期別窒素吸収量（kg/10a） 
 

表２  トウガンの障害果発生状況（個/株） 

 
耕種概要： 

播種：2021 年 3月 1日 

定植：2021 年 3月 30 日 畝幅 460 ㎝、株間 120 ㎝ 4 本仕立て放任。 

収穫：2021 年 6月 1日～10 月 12 日間に実施。 

施肥：牛ふん堆肥１t、顆粒タイニー100kg、硫酸マグネシウム 40kg/10a 全面施用 

試験区： (ｱ) 標準施肥区:基肥 CDU 複合燐加安、ハイマグ B重焼、硫酸加里(N:P2O5:K2O=7:17:18kg/10a) 

追肥 NK 化成 2号 (N:P2O5:K2O =3:0:3kg/10a)施用 

     (ｲ) 2 倍量施肥区:基肥、追肥とも、標準施肥区の 2倍量施肥 

     (ｳ) 3 倍量施肥区:基肥、追肥とも、標準施肥区の 3倍量施肥 
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試験区名

月日 平均値 偏差 平均値 偏差 平均値 偏差

6月 3.9 ±1.1 4.7 ±1.0 6.0 ±0.9

7月 3.0 ±0.5 3.2 ±1.1 4.3 ±1.1

8月 1.9 ±0.9 2.0 ±0.8 3.5 ±1.0

9～10月 2.3 ±0.3 2.6 ±0.9 4.6 ±1.5

合計 11.1 ±2.3 12.5 ±1.9 18.5 ±2.4

標準施肥区
(窒素10kg/10a)

2倍量施肥区
(窒素20kg/10a)

3倍量施肥区
(窒素30kg/10a)

標準 ２倍 ３倍

全個数 日焼果 傷果 変形果 全個数 日焼果 傷果 変形果 全個数 日焼果 傷果 変形果

重度  --- 6.8 0.8 4.6 重度  --- 6.4 1.2 8.0 重度  --- 5.8 2.4 7.6

軽度  --- 9.0 7.6 3.4 軽度  --- 7.2 11.8 6.4 軽度  --- 4.2 8.0 7.4

合計 67.6 15.8 8.4 8.0 合計 78.4 13.6 13.0 14.4 合計 95.2 10.0 10.4 15.0

割合  --- (23.7%) (12.3%) (11.9%) 割合  --- (17.7%) (16.7%) (18.4%) 割合  --- (10.6%) (10.9%) (15.7%)

全
期
間

全
期
間

全
期
間

（窒素 30kg/10a） 

（窒素 20kg/10a） 

（窒素 10kg/10a） 

量（窒素 30kg/10a）施肥区 量（窒素 20kg/10a）施肥区 （窒素 10kg/10a）施肥区 

２倍量施肥区 

３倍量施肥区 


